
一
．
は
じ
め
に

　

南
郷
遺
跡
群
は
、
奈
良
盆
地
西
南
部
の

金
剛
山
東
麓
の
扇
状
地
上
に
展
開
し
た
古

墳
時
代
中
・
後
期
の
大
型
集
落
遺
跡
で
あ

る
。
葛
城
地
域
の
中
枢
に
位
置
し
、
葛
城

地
域
集
団
の
本
拠
地
の
一
つ
と
目
さ
れ
て

い
る
。
特
に
、
中
期
に
は
韓
半
島
系
渡
来

集
団
を
擁
し
て
、
手
工
業
生
産
が
盛
ん
に

行
わ
れ
た
。

　

本
稿
で
は
、
そ
の
中
で
鍛
冶
関
連
遺
物

を
取
り
上
げ
る
が
、
特
に
遺
跡
群
の
中
で

最
も
出
土
量
の
多
い
南
郷
九
山
遺
跡
例
に

つ
い
て
、
図
等
を
初
め
て
紹
介
す
る
。
当

該
遺
跡
は
、
遺
跡
群
の
ほ
ぼ
中
央
に
位
置

す
る
が
、
集
落
本
体
は
現
集
落
と
重
な
る

た
め
調
査
さ
れ
て
い
な
い
（
図
１
）。
調
査

は
集
落
の
南
側
を
中
心
に
実
施
さ
れ
、
今

回
報
告
す
る
鍛
冶
関
連
遺
物
は
、
そ
の
う

ち
の
西
側
の
流
路
（
湧
水
点
に
接
続
す
る

導
水
施
設
）
の
上
方
埋
土
か
ら
、
五
世
紀

後
半
の
須
恵
器
と
共
に
出
土
し
た
（
青
柳
・

辻
一
九
九
八
、
神
庭
ほ
か
二
〇
一
九
）。

（
青
柳
）

二
．
鍛
冶
関
連
遺
物
の
報
告

　

南
郷
九
山
遺
跡
の
流
路
（
川
01
の
２
・

６
ト
レ
ン
チ
部
分
、
図
１
）
上
方
埋
土
か

ら
出
土
し
た
鍛
冶
関
連
遺
物
の
重
量
は
、

羽
口
が
三
五
五
四
・
八
ｇ
、
鉄
滓
が
一
三

八
七
〇
・
五
ｇ
で
あ
る
。
流
路
上
方
埋
土

は
Ⅰ
～
Ⅳ
層
に
分
類
さ
れ
て
お
り
、
鍛
冶

関
連
遺
物
は
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
Ⅱ
・
Ⅲ

層
で
出
土
し
て
い
る
。
Ⅱ
層
は
Ｔ
Ｋ
七
三

～
四
三
、
Ⅲ
層
は
Ｔ
Ｋ
二
一
六
～
二
三
・

四
七
型
式
期
の
時
期
幅
が
想
定
さ
れ
て
い

る
（
神
庭
ほ
か
二
〇
一
九
、
一
四
七
頁
）。

羽
口　

羽
口
の
形
状
は
、
吸
気
部
端
部
を

ソ
ケ
ッ
ト
状
に
つ
く
り
だ
す
Ａ
類
（
図
２

‒

２
～
12
）
と
、
吸
気
部
端
部
が
ス
カ
ー
ト

状
に
ハ
の
字
に
の
び
る
Ｂ
類
（
図
２‒

１
）

に
分
類
さ
れ
る
。
そ
の
う
ち
Ａ
類
は
、
前

稿
（
繰
納
二
〇
二
二
）
の
と
お
り
、
吸
気

部
孔
径
が
二
・
五
㎝
以
上
の
１
類
（
６
～

12
）
と
二
・
五
㎝
未
満
の
２
類
（
２
～
５
）

に
細
分
さ
れ
る
。
Ａ
１
類
は
一
六
〇
九
・

五
ｇ
、
Ａ
２
類
は
五
一
〇
・
八
ｇ
、
Ｂ
類

は
四
三
三
・
六
ｇ
出
土
し
て
お
り
、
比
率

と
し
て
は
Ａ
１
類
の
割
合
が
高
い
（
図

４
）。
Ａ
１
類
の
羽
口
は
全
長
が
完
存
す
る

も
の
で
六
・
八
～
七
・
三
㎝
、
吸
気
部
径

が
六
・
七
～
七
・
八
㎝
で
あ
る
。
そ
れ
に

対
し
、
Ａ
２
類
の
羽
口
は
全
長
が
最
大
で

一
二
・
四
㎝
、
吸
気
部
径
が
七
・
四
㎝
と

大
型
で
あ
る
。
ソ
ケ
ッ
ト
部
は
Ａ
１
類
に

対
し
て
よ
り
深
く
つ
く
り
だ
し
、
端
部
を

や
や
丸
く
纏
め
る
。
い
ず
れ
も
孔
は
排
気

部
か
ら
吸
気
部
ま
で
直
線
的
で
あ
り
、
ま

た
外
面
の
吸
気
部
側
に
指
頭
圧
痕
が
多
く

認
め
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
芯
棒
に
粘
土
を

巻
き
付
け
た
の
ち
に
、
ソ
ケ
ッ
ト
と
な
る

吸
気
部
端
部
を
指
で
ひ
ね
り
出
し
て
成
形

さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
さ
ら
に
ソ
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黒色ガラス質滓

〔凡例（羽口）〕
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図２　南郷九山遺跡の羽口（S=1/4）
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黒色ガラス質滓

〔凡例（鉄滓）〕
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図３　南郷九山遺跡の鉄滓（S=1/4）



ケ
ッ
ト
部
に
は
、
粘
土
を
取
り
付
け
た
痕

跡
が
多
く
認
め
ら
れ
る
こ
と
か
ら
（
図
２

‒

２
・
４
・
６
・
７
・
８
・
９
・
10
・
12
）、

送
風
管
と
羽
口
を
粘
土
で
固
定
し
連
結
す

る
構
造
で
あ
っ
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。

被
熱
還
元
色
帯
は
羽
口
の
長
軸
に
直
交
し

て
め
ぐ
る
も
の
が
多
く
、
基
本
的
に
は
炉

に
対
し
て
浅
い
角
度
で
取
り
付
け
ら
れ
て

い
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
ほ
と
ん

ど
の
羽
口
に
長
さ
一
～
二
㎝
ほ
ど
の
白
色

帯
が
認
め
ら
れ
る
が
、
こ
れ
は
高
温
か
つ

長
時
間
炉
内
に
お
い
て
被
熱
す
る
こ
と
に

よ
っ
て
生
じ
得
る
と
さ
れ
て
い
る
（
奥
野
・

真
鍋
編
二
〇
〇
〇
）。

　

Ｂ
類
の
羽
口
は
、
全
長
が
一
〇
・
〇
㎝
、

吸
気
部
孔
径
が
五
・
八
㎝
、
吸
気
部
径
が

九
・
三
㎝
と
大
型
で
あ
る
。
被
熱
還
元
色

帯
が
羽
口
の
長
軸
に
対
し
て
斜
行
す
る
こ

と
か
ら
（
図
２‒

１
）、
炉
に
対
し
て
急
角

度
で
装
着
さ
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

ま
た
Ａ
類
羽
口
で
顕
著
に
認
め
ら
れ
る
吸

気
部
内
面
の
粘
土
取
り
付
け
痕
跡
も
認
め

ら
れ
な
い
こ
と
か
ら
、
送
風
管
と
羽
口
を

直
接
連
結
す
る
構
造
で
は
な
か
っ
た
と
考

え
ら
れ
る
。
お
そ
ら
く
は
、
吸
気
部
径
が

広
い
特
性
を
活
か
し
、
送
風
管
を
数
本
吸

気
部
に
あ
て
が
い
、
送
風
量
を
多
く
必
要

と
す
る
鍛
冶
に
お
い
て
用
い
ら
れ
て
い
た

も
の
と
想
定
さ
れ
る
。

鉄
滓　

鉄
滓
は
、
重
量
別
に
計
上
す
る
と
、

五
〇
～
一
〇
〇
ｇ
（
Ⅰ
類
）
の
も
の
が
三

〇
点
、
一
〇
〇
～
二
〇
〇
ｇ
（
Ⅱ
類
）
の

も
の
が
一
七
点
、二
〇
〇
～
三
〇
〇
ｇ
（
Ⅲ

類
）
の
も
の
が
三
点
、
三
〇
〇
～
四
〇
〇

ｇ
（
Ⅳ
類
）
の
も
の
が
一
点
で
あ
り
、
二

〇
〇
ｇ
未
満
の
軽
量
の
鉄
滓
が
多
い
（
図

６
）。
Ⅱ
類
の
鉄
滓
は
、
長
軸
八
～
九
㎝
、

短
軸
七
～
八
㎝
の
半
月
形
に
広
が
る
よ
う

な
平
面
形
態
を
呈
す
る
も
の
が
多
い（
１
）。
厚

み
は
一
～
二
㎝
台
の
も
の
が
お
よ
そ
九
割

弱
を
占
め
る
。
表
面
は
凹
凸
の
あ
る
も
の

が
多
く
、
溶
解
し
た
羽
口
に
由
来
す
る
黒

色
ガ
ラ
ス
質
滓
の
付
着
率
も
高
い
。
底
面

は
送
風
方
向
（
実
測
図
上
の
左
右
）
に
対

し
て
や
や
尖
り
底
で
あ
る
。
鉄
滓
底
面
に

は
い
ず
れ
も
炉
床
土
の
溶
着
層
が
あ
る
こ

と
か
ら
、
底
面
の
断
面
形
状
は
炉
の
断
面

形
を
反
映
す
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

　

ま
た
図
３‒

1
～
12
の
よ
う
に
、
表
面
に

羽
口
の
排
気
部
片
が
固
着
し
た
鉄
滓
を
散

見
す
る
。
こ
れ
は
鍛
冶
操
業
中
に
炉
内
で

発
生
し
た
鉄
滓
が
羽
口
の
排
気
部
に
溶
着

し
、
送
風
を
阻
害
し
た
た
め
、
工
人
が
鉄

滓
を
羽
口
の
排
気
部
ご
と
取
り
外
し
た
痕

跡
と
考
え
ら
れ
る
。
先
に
示
し
た
羽
口
も
、

排
気
部
側
を
欠
損
す
る
も
の
が
多
く
、
し

ば
し
ば
同
様
の
問
題
に
手
を
焼
い
た
の
で

あ
ろ
う
。
図
3‒
10
～
12
を
見
る
限
り
、
羽

口
は
か
な
り
炉
底
に
近
い
位
置
に
装
着
さ

れ
て
い
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。
羽
口
の

装
着
位
置
が
低
け
れ
ば
、
必
然
的
に
炉
底

に
た
ま
る
鉄
滓
が
送
風
孔
に
詰
ま
る
確
率

は
高
く
な
る
。
つ
ま
り
炉
の
機
能
不
全
は
、

適
切
な
位
置
に
羽
口
を
取
り
付
け
な
か
っ

た
こ
と
が
原
因
で
引
き
起
こ
さ
れ
た
も
の

と
考
え
ら
れ
る
。

鍛
冶
の
操
業
時
期　

南
郷
九
山
遺
跡
の
羽

口
は
、
Ａ
類
が
真
鍋
成
史
氏
の
分
類
に
よ

る
Ⅰ
ｂ
類
、
Ｂ
類
が
Ⅱ
ａ
類
に
該
当
す
る

（
真
鍋
二
〇
〇
三
）。
Ａ
類
羽
口
の
類
例
は
、

奈
良
盆
地
で
は
天
理
市
布
留
遺
跡
三
島
地

区
、
橿
原
市
内
膳
北
八
木
遺
跡
（
大
藤
原

京
右
京
北
三
条
五
坊
）、葛
城
市
脇
田
遺
跡

な
ど
に
認
め
ら
れ
、
中
期
後
半
～
後
期
前

半
に
帰
属
す
る
も
の
が
多
い
。

　

鉄
滓
の
帰
属
時
期
も
検
討
し
て
お
き
た

い
。
布
留
遺
跡
を
例
に
と
る
と
、
古
墳
時

代
前
期
～
後
期
に
か
け
て
、
出
土
鉄
滓
全

体
に
占
め
る
Ⅲ
・
Ⅳ
類
鉄
滓
の
割
合
が
徐
々

4�
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図４　九山遺跡の羽口の重量
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に
増
加
し
て
い
く
傾
向
が
認
め
ら
れ
る
（
図

７
）。
南
郷
九
山
遺
跡
は
三
島
・
杣
之
内
地

区
の
重
量
比
と
類
似
す
る
た
め
、
中
期
後

半
頃
の
様
相
と
い
え
る
。
出
土
層
位
や
共

伴
す
る
須
恵
器
の
状
況
か
ら
も
、
中
期
後

半
を
中
心
に
鍛
冶
操
業
が
行
わ
れ
て
い
た

と
み
て
良
い
だ
ろ
う
。

三
．
南
郷
九
山
遺
跡
の
鍛
冶
操
業
の
性
格

南
郷
遺
跡
群
に
お
け
る
九
山
遺
跡　

南
郷

九
山
遺
跡
か
ら
出
土
し
た
鍛
冶
関
連
遺
物

と
、
南
郷
遺
跡
群
の
他
地
区
か
ら
出
土
し

た
資
料
と
の
比
較
を
試
み
る
。
ま
ず
鍛
冶

関
連
遺
物
の
出
土
重
量
に
つ
い
て
は
、
九

山
遺
跡
が
本
遺
跡
群
の
中
で
最
も
多
い（
青

柳
ほ
か
編
二
〇
〇
三
、
図
９
）。

　

次
に
羽
口
の
法
量
を
比
較
す
る
。
吸
気

部
厚
は
い
ず
れ
の
地
区
も
一
・
八
～
二
・
五

㎝
ほ
ど
で
概
ね
差
が
な
い
（
図
５
、
10
）。

し
か
し
吸
気
部
孔
径
に
つ
い
て
は
、
他
地

区
が
二
・
〇
～
二
・
五
㎝
の
も
の
が
多
数

を
占
め
る
一
方
で
、
九
山
遺
跡
は
二
・
五

～
三
・
〇
㎝
の
も
の
が
一
定
数
存
在
し
、

他
地
区
よ
り
も
吸
気
部
孔
径
が
大
型
な
個

体
の
存
在
（
Ａ
２
類
）
を
見
出
せ
る
。
こ

れ
は
、
九
山
遺
跡
が
他
地
区
よ
り
も
、
よ

り
送
風
量
を
多
く
必
要
と
す
る
鍛
冶
を
行
っ

て
い
た
可
能
性
を
高
め
る
も
の
で
あ
る
。

ま
た
九
山
遺
跡
の
羽
口
に
顕
著
に
認
め
ら

れ
る
白
色
帯
が
他
地
区
で
は
少
な
く
（
図

８
）、
九
山
遺
跡
が
よ
り
高
温
の
炉
で
羽
口

を
使
用
し
て
い
た
こ
と
を
裏
付
け
る
。
さ

ら
に
Ｂ
類
羽
口
は
、
九
山
遺
跡
と
下
茶
屋

カ
マ
田
遺
跡
で
は
器
壁
の
厚
さ
や
端
部
形

状
が
異
な
り
（
図
２‒

１
、
図
８‒

３
）、
羽

口
の
製
作
集
団
（≒

工
人
集
団
）
の
系
譜

が
異
な
る
可
能
性
が
想
定
さ
れ
る
。

　

鉄
滓
に
つ
い
て
も
、
既
報
告
分
の
資
料

を
観
察
す
る
限
り
、
重
量
の
あ
る
Ⅱ
・
Ⅲ

類
鉄
滓
の
割
合
が
他
地
区
よ
り
も
高
い
。

ま
た
鉄
滓
の
サ
イ
ズ
に
定
型
化
す
る
傾
向

が
認
め
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
規
格
的
な
炉

の
設
計
・
構
築
を
行
っ
て
い
た
と
考
え
ら

れ
る
。
た
だ
し
、
古
瀬
清
秀
氏
が
指
摘
し

て
い
る
よ
う
に
、
図
３‒

10
～
12
と
同
様
の

資
料
が
下
茶
屋
・
井
戸
地
区
な
ど
で
も
認

め
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
（
古
瀬
一
九
九

九
）、
南
郷
遺
跡
群
の
工
人
は
全
体
と
し

て
、
羽
口
の
設
置
方
法
に
対
す
る
理
解
が

未
成
熟
だ
っ
た
と
言
え
る
。

奈
良
盆
地
に
お
け
る
南
郷
遺
跡
群　

最
後

に
、
南
郷
遺
跡
群
の
鍛
冶
関
連
遺
物
の
相

対
的
な
評
価
を
行
う
た
め
、
同
時
期
に
鍛

冶
の
操
業
が
認
め
ら
れ
る
周
辺
遺
跡
と
の

比
較
・
検
討
を
行
う
。

　

奈
良
盆
地
の
主
要
な
鍛
冶
遺
跡
か
ら
出

土
し
た
Ａ
類
羽
口
の
法
量
を
比
較
す
る
と
、

南
郷
遺
跡
群
の
よ
う
に
Ａ
１
・
２
類
を
伴

出
す
る
遺
跡
が
、
布
留
遺
跡
や
脇
田
遺
跡

な
ど
の
一
部
の
遺
跡
に
限
定
さ
れ
る
こ
と

が
わ
か
る
（
図
10
）。
い
ず
れ
も
、
盆
地
内

で
は
屈
指
の
鍛
冶
関
連
遺
物
の
出
土
量
を

ほ
こ
る
遺
跡
で
あ
る
こ
と
か
ら
（
花
田
二

〇
〇
二
）、
お
そ
ら
く
精
錬
・
沸
か
し
鍛
錬

鍛
冶
な
ど
の
よ
り
専
業
的
な
鍛
冶
技
術
を

保
有
す
る
集
団
で
あ
る
ほ
ど
、
使
用
す
る

5�

図８　南郷遺跡群の鍛冶関連遺物（S=1/6）

図10　奈良盆地におけるＡ類羽口の法量比較 図９　南郷遺跡群の鍛冶関連遺物の出土数
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１：下茶屋カマ田遺跡包含層、２：下茶屋
カマ田遺跡SB05、３：下茶屋カマ田遺跡
SX01、４・５：南郷大東遺跡１トレンチ
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一
．
は
じ
め
に

　

二
〇
二
二
年
九
月
二
四
日
か
ら
一
二
月

四
日
ま
で
の
日
程
で
、
奈
良
県
と
清
華
大

学
が
主
催
し
て
、
中
国
・
北
京
の
清
華
大

学
芸
術
博
物
館
四
階
の
第
一
二
・
一
三
室

に
お
い
て
「
日
中
交
流
二
千
年　

ア
ジ
ア

を
つ
な
ぐ
美
と
精
神
」
展
が
開
催
さ
れ
た
。

私
は
、
二
〇
二
〇
年
度
来
、
岡
林
副
所
長

と
と
も
に
こ
の
展
覧
会
の
企
画
を
担
当
し

た
。
さ
ら
に
、
ゼ
ロ
コ
ロ
ナ
政
策
の
さ
な

か
の
一
〇
月
三
日
か
ら
一
一
月
一
四
日
ま

で
の
日
程
で
訪
中
し
、
随
展
業
務
を
お
こ

な
う
な
か
、
貴
重
な
体
験
を
し
て
き
た
の

で
、
そ
の
顛
末
を
簡
単
に
こ
こ
に
書
き
と

ど
め
て
お
き
た
い
。

　

な
お
、
展
覧
会
の
具
体
的
な
内
容
に
つ

い
て
は
図
録
が
、
よ
う
や
く
二
〇
二
三
年

一
月
二
〇
日
に
刊
行
さ
れ
た
の
で
、
そ
れ

羽
口
の
孔
径
も
大
型
・
多
様
化
し
た
の
で

あ
ろ
う（
２
）。
一
方
で
、
吸
気
部
厚
を
み
る
と
、

盆
地
南
西
部
の
南
郷
遺
跡
群
・
脇
田
遺
跡

が
、
布
留
遺
跡
な
ど
の
盆
地
東
・
南
部
の

遺
跡
と
比
較
し
て
厚
手
で
あ
る
こ
と
が
わ

か
る
（
図
10
、
図
11‒

１
）。
吸
気
部
孔
径

は
炉
に
送
り
込
む
送
風
量
に
関
わ
る
機
能

的
な
属
性
で
あ
る
の
に
対
し
、
吸
気
部
厚

は
羽
口
の
成
形
時
に
芯
棒
に
巻
き
付
け
る

粘
土
の
量
や
調
整
に
起
因
し
、
工
人
の
性

格
差
に
関
わ
る
属
性
と
考
え
る
。
よ
っ
て
、

両
地
域
の
間
に
は
工
人
集
団
の
系
譜
差
を

認
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

鉄
滓
に
つ
い
て
も
、
布
留
遺
跡
の
三
島

（
里
中
）
地
区
の
鉄
滓
は
平
面
形
態
が
円
形

で
、
断
面
形
も
皿
状
に
平
た
く
の
び
る
も

の
が
多
く
（
図
11‒

２
）、
半
月
形
で
短
軸

の
短
い
南
郷
九
山
遺
跡
の
鉄
滓
と
は
、
形

状
が
異
な
る
。
お
そ
ら
く
両
遺
跡
で
構
築

さ
れ
た
炉
の
構
造
に
差
が
あ
っ
た
の
で
あ

ろ
う
。
こ
の
よ
う
に
、
両
遺
跡
間
に
は
工

人
集
団
の
性
格
差
に
起
因
す
る
鍛
冶
関
連

遺
物
の
形
状
差
を
多
く
認
め
る
こ
と
が
で

き
る
。

四
．
お
わ
り
に

　

南
郷
九
山
遺
跡
は
、
南
郷
遺
跡
群
に
お

け
る
鉄
・
鉄
器
生
産
の
中
核
を
な
し
、
大

孔
径
の
羽
口
の
使
用
や
規
格
的
な
炉
の
設

定
・
構
築
を
行
い
、
高
温
の
鍛
冶
操
業
を

行
っ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
羽
口
の

型
式
は
、
脇
田
遺
跡
な
ど
奈
良
盆
地
南
西

部
の
遺
跡
と
共
通
性
を
見
い
だ
す
こ
と
が

で
き
、
反
対
に
布
留
遺
跡
な
ど
の
盆
地
東
・

南
部
の
遺
跡
と
は
羽
口
の
型
式
組
成
や
鉄

滓
の
形
状
に
差
を
認
め
た
。

　

一
方
、
南
郷
九
山
遺
跡
は
金
属
製
品
の

出
土
が
認
め
ら
れ
な
い
た
め
、
具
体
的
な

生
産
内
容
が
想
定
し
づ
ら
い
。
豊
富
な
金

属
製
品
が
出
土
し
た
南
郷
角
田
遺
跡
に
お

い
て
羽
口
・
鉄
滓
が
一
点
も
出
土
し
て
い

な
い
こ
と
を
鑑
み
る
と
、
こ
の
よ
う
な
最

終
工
程
の
金
属
加
工
を
担
う
地
区
に
鉄
素

材
を
供
給
す
る
役
割
を
九
山
遺
跡
が
担
っ

て
い
た
可
能
性
は
指
摘
で
き
る
か
も
し
れ

な
い
。
詳
細
な
性
格
付
け
は
、
今
後
南
郷

遺
跡
群
の
他
地
区
か
ら
出
土
し
た
鍛
冶
関

連
遺
物
の
整
理
報
告
、
な
ら
び
に
比
較
・

検
討
を
踏
ま
え
て
行
い
た
い
。（
繰
納
／
京

都
大
学
大
学
院
博
士
後
期
課
程
）

註（
１
）�

図
３‒

１
は
、
ほ
か
の
鉄
滓
と
比
べ
て
一

見
大
型
で
あ
る
よ
う
に
見
え
る
が
、
実
際

に
は
径
八
㎝
ほ
ど
の
鉄
滓
と
径
五
㎝
ほ
ど

の
鉄
滓
が
炉
内
で
重
な
り
溶
着
し
た
も
の

で
あ
る
。

（
２
）�

布
留
遺
跡
に
お
い
て
は
三
島
地
区
よ
り
も

杣
之
内
地
区
の
方
が
孔
径
が
大
き
い
傾
向

が
認
め
ら
れ
、
南
郷
遺
跡
群
と
同
様
に
地

区
に
よ
っ
て
操
業
内
容
が
異
な
っ
て
い
た

可
能
性
が
指
摘
で
き
る
（
繰
納
二
〇
二

二
）。

参
考
文
献

青
柳
泰
介
・
辻
宏
幸
一
九
九
八
「
南
郷
遺
跡
群
」

『
奈
良
県
遺
跡
調
査
概
報
（
第
二
分
冊
）
一
九

九
七
年
度
』
橿
考
研

青
柳
泰
介
ほ
か
編
二
〇
〇
三
『
南
郷
遺
跡
群
Ⅲ
』

橿
考
研
調
査
報
告
第
七
四
冊
、
橿
考
研

奥
野
和
夫
・
真
鍋
成
史
編
二
〇
〇
〇
『
古
代
交

野
と
鉄
Ⅱ
』
交
野
市
教
育
委
員
会

神
庭
滋
ほ
か
二
〇
一
九
「
脇
田
遺
跡
の
研
究
」

『
研
究
紀
要
』
第
二
三
集
、
由
良
大
和
古
代
文

化
研
究
協
会

繰
納
民
之
二
〇
二
二
「
布
留
遺
跡
の
鉄
器
生
産

の
様
相
」『
こ
こ
ま
で
判
っ
た
布
留
遺
跡
』
発

表
資
料
集
、
天
理
市
観
光
協
会

花
田
勝
弘
二
〇
〇
二
『
古
代
の
鉄
生
産
と
渡
来

人
』
雄
山
閣

真
鍋
成
史
二
〇
〇
三
「
鍛
冶
関
連
遺
物
」『
考
古

資
料
大
観
』
第
七
巻
、
小
学
館

古
瀬
清
秀
一
九
九
九
『
日
本
古
代
に
お
け
る
鉄

鍛
冶
技
術
の
研
究
』
広
島
大
学
博
士
学
位
論

文
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図11　布留遺跡の羽口・鉄滓



に
よ
ら
れ
た
い
。
本
文
は
あ
く
ま
で
展
覧

会
に
対
し
て
の
私
の
個
人
的
な
感
想
と
、

そ
の
苦
労
談
で
あ
る
。

二
．
展
覧
会
の
趣
旨
と
企
画
の
変
転

　

二
〇
一
九
年
、
奈
良
県
と
清
華
大
学
の

あ
い
だ
に
友
好
提
携
が
結
ば
れ
た
。
奈
良

県
は
、
同
年
に
フ
ラ
ン
ス
・
パ
リ
の
ギ
メ

東
洋
美
術
館
、
イ
ギ
リ
ス
・
ロ
ン
ド
ン
の

大
英
博
物
館
で
「
奈
良
の
仏
像
海
外
展
示
」

事
業
を
主
催
し
て
お
り
、
当
初
は
、
清
華

大
学
に
お
い
て
も
仏
像
展
示
を
中
心
と
し

た
展
覧
会
の
な
か
に
、
若
干
の
考
古
資
料

を
付
加
す
る
よ
う
な
展
示
が
企
図
さ
れ
て

い
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
展
覧
会
の
開
催

そ
の
も
の
が
危
ぶ
ま
れ
る
な
か
、
橿
原
考

古
学
研
究
所
の
保
管
す
る
考
古
資
料
を
中

心
と
し
た
展
示
に
そ
の
内
容
を
変
更
し
た

の
で
あ
る
。

　

そ
れ
は
、
コ
ロ
ナ
禍
の
た
め
に
、
仏
像

を
所
蔵
す
る
社
寺
か
ら
の
協
力
が
得
が
た

か
っ
た
こ
と
や
、
現
地
の
展
示
環
境
を
確

認
で
き
な
い
状
況
の
中
で
、
国
指
定
品
の

展
示
を
見
送
ら
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
こ
と

か
ら
、
奈
良
県
所
蔵
品
や
保
管
品
を
中
心

と
し
た
展
示
構
成
を
採
る
こ
と
に
な
っ
た

た
め
で
あ
る
。

　

そ
こ
で
、
長
い
日
中
交
流
史
の
な
か
で
、

中
国
と
交
渉
し
な
が
ら
「
倭
国
」
が
成
長

し
て
い
く
過
程
と
、
中
国
に
学
ん
で
「
日

本
国
」
が
成
立
す
る
ま
で
の
過
程
を
テ
ー

マ
に
し
た
考
古
資
料
に
よ
る
歴
史
展
示
を

企
画
し
た
。
橿
原
考
古
学
研
究
所
で
は
、

二
〇
一
〇
年
に
中
国
・
西
安
の
陝
西
省
歴

史
博
物
館
で
「
日
本
考
古
展
」
を
開
催
し

て
い
た
の
で
、
そ
こ
で
出
陳
し
た
資
料
を

中
心
に
考
古
資
料
を
選
定
し
た
。

　

ま
た
、
当
初
の
テ
ー
マ
に
関
連
し
た
仏

教
伝
来
や
奈
良
に
関
わ
る
絵
画
と
考
古
資

料
を
あ
わ
せ
た
展
示
を
企
画
し
、
橿
原
考

古
学
研
究
所
の
考
古
資
料
と
県
立
美
術
館

や
万
葉
文
化
館
の
作
品
か
ら
選
定
し
た
。

　

さ
ら
に
、
中
国
側
に
は
、
こ
の
テ
ー
マ

に
見
合
う
中
国
国
内
資
料
の
展
示
を
要
請

し
、「
中
国
か
ら
み
る
日
本
」
を
テ
ー
マ
に

中
国
国
内
の
日
中
交
流
に
関
す
る
資
料
を

清
華
大
学
芸
術
博
物
館
が
選
定
し
た
。

　

ま
た
、
今
般
の
展
覧
会
の
た
め
に
、
焼

損
前
の
法
隆
寺
金
堂
壁
画
第
一
号
壁
画
、

高
松
塚
古
墳
壁
画
、
二
光
寺
廃
寺
の
大
型

多
尊
塼
仏
な
ど
の
複
製
陶
板
を
文
化
庁
の

「
博
物
館
等
の
国
際
交
流
事
業
」
を
受
託
し

て
作
製
し
た
。

　

清
華
大
学
側
と
は
、
オ
ン
ラ
イ
ン
で
協

議
を
か
さ
ね
、
日
中
国
交
正
常
化
五
〇
周

年
を
期
し
た
二
〇
二
二
年
九
月
に
展
覧
会

を
開
幕
す
る
こ
と
に
合
意
し
た
が
、
遂
に

は
、
準
備
段
階
に
お
い
て
双
方
が
対
面
す

る
機
会
に
は
め
ぐ
ま
れ
な
か
っ
た
。
日
本

側
の
作
品
リ
ス
ト
が
確
定
し
、
協
定
が
締

結
さ
れ
た
の
は
、
五
月
三
〇
日
の
こ
と
で

あ
っ
た
。
二
〇
二
〇
年
度
の
当
初
、
コ
ロ

ナ
禍
は
、
そ
の
う
ち
に
収
束
す
る
と
い
う

期
待
が
あ
り
、
協
議
の
な
か
で
も
事
態
の

沈
静
化
と
政
策
の
緩
和
と
へ
の
期
待
を
含

め
そ
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
組
ん
だ
も
の
の
、

そ
の
期
待
は
い
く
た
び
も
打
ち
砕
か
れ
た
。

一
度
も
現
地
を
確
認
す
る
こ
と
も
な
く
、

実
務
者
相
互
が
展
覧
会
に
つ
い
て
詳
細
な

打
ち
合
わ
せ
を
す
る
こ
と
も
な
く
、
予
定

さ
れ
た
開
幕
日
の
み
が
刻
々
と
迫
っ
て
い

た
。

三
．
集
中
隔
離
と
展
覧
会
の
開
幕
ま
で

　

展
覧
会
の
実
務
担
当
は
、
文
化
資
源
活

用
課
の
海
野
啓
之
技
師
で
、
協
定
書
の
締

結
、
美
術
品
の
輸
送
、
関
係
機
関
や
業
者

と
の
調
整
、契
約
業
務
な
ど
を
一
手
に
担
っ

た
。
ま
た
、
学
芸
員
と
し
て
作
品
の
集
荷
、

梱
包
、
輸
送
、
開
梱
、
点
検
と
展
示
、
開

幕
式
へ
の
出
席
、
お
よ
び
随
展
の
業
務
な

ど
を
担
当
し
た
。

　

橿
原
考
古
学
研
究
所
で
作
品
リ
ス
ト
を

つ
め
な
が
ら
、
写
真
の
選
定
、
新
規
撮
影
、

図
録
本
文
、
論
考
の
作
製
な
ど
の
業
務
を

終
わ
ら
せ
た
の
は
六
月
末
の
こ
と
で
あ
る
。

清
華
大
学
芸
術
博
物
館
の
担
当
者
で
あ
る

王
晨
雅
氏
に
そ
れ
ら
を
送
付
し
て
、
翻
訳

作
業
な
ど
を
委
ね
た
。

　

展
覧
会
の
準
備
段
階
で
は
、
二
一
日
間

と
い
う
長
期
の
集
中
隔
離
期
間
が
あ
り
、

我
々
の
入
国
時
に
は
よ
う
や
く
そ
れ
が
一

〇
日
間
に
短
縮
さ
れ
て
い
た
。
と
は
い
え
、

集
荷
・
梱
包
・
開
梱
・
点
検
・
展
示
に
立

ち
会
う
た
め
の
日
程
を
確
保
す
る
に
は
、

八
月
上
旬
か
ら
そ
の
作
業
を
は
じ
め
る
必

要
が
あ
っ
た
。
輸
送
を
担
う
日
本
通
運
関

西
美
術
品
支
店
は
、
会
社
の
方
針
で
中
国

渡
航
が
で
き
な
か
っ
た
た
め
、
八
月
中
旬

に
開
梱
、
展
示
と
展
示
替
え
、
撤
収
、
梱

包
、
搬
出
の
業
務
を
担
う
北
京
迅
捷
珍
品

運
輸
の
邢
陽
氏
が
来
日
し
て
、
梱
包
に
立

ち
会
う
こ
と
と
な
っ
た
。
清
華
大
学
の
学

芸
員
も
中
国
政
府
の
方
針
で
来
日
が
か
な

わ
な
か
っ
た
が
、
こ
の
こ
と
は
、
作
品
を

安
全
に
輸
送
す
る
う
え
で
の
必
要
最
低
限

の
条
件
で
あ
っ
た
。

　

中
国
渡
航
の
た
め
に
は
、
ビ
ザ
の
発
給

は
も
と
よ
り
、
四
八
時
間
前
、
二
四
時
間

前
の
中
国
政
府
指
定
の
医
療
機
関
に
お
い

て
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
と
陰
性
証
明
書
の
発
行
を

経
て
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
ア
プ
リ
で
あ

る
微
信
（
Ｗ
Ｅ
Ｃ
Ｈ
Ａ
Ｔ
）
に
よ
る
入
国

審
査
、
さ
ら
に
空
港
到
着
後
に
も
Ｐ
Ｃ
Ｒ

検
査
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
さ
ら

に
、空
港
か
ら
隔
離
施
設
（
郊
外
の
ア
パ
ー

ト
の
空
室
な
ど
を
利
用
）
に
バ
ス
で
直
行

し
、
七
日
間
の
集
中
隔
離
を
必
要
と
す
る
。

そ
こ
に
居
住
地
が
な
い
場
合
、
さ
ら
に
三

日
間
の
待
機
期
間
が
必
要
で
あ
っ
た
。
つ
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ま
り
、
一
〇
日
間
の
隔
離
で
あ
り
、
そ
の

あ
い
だ
は
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
を
た
び
た
び
受
け

る
と
と
も
に
、
外
出
が
全
く
許
さ
れ
な
い

状
態
と
な
っ
た
。
さ
ら
に
北
京
に
は
、
独

自
の
微
信
ミ
ニ
プ
ロ
グ
ラ
ム
（
ア
プ
リ
の

中
の
ア
プ
リ
）
で
あ
る
建
康
コ
ー
ド
（
北

京
健
康
宝
）
が
あ
り
、
外
出
先
で
は
、
そ

の
提
示
が
求
め
ら
れ
た
。
し
か
し
、
Ｐ
Ｃ

Ｒ
検
査
を
受
け
て
い
な
い
場
合
や
周
辺
で

陽
性
者
が
出
た
と
判
断
さ
れ
た
場
合
、
そ

の
健
康
コ
ー
ド
に
ポ
ッ
プ
ア
ッ
プ
の
表
示

が
出
て
、外
出
制
限
が
か
か
る
よ
う
に
な
っ

て
い
る
。

　

海
野
氏
の
場
合
、
北
京
直
行
便
の
数
が

少
な
い
状
況
の
な
か
で
、
大
連
経
由
で
北

京
に
入
る
方
法
を
選
ん
だ
。
大
連
の
集
中

隔
離
期
間
を
終
え
た
も
の
の
、
北
京
の
健

康
コ
ー
ド
に
ひ
っ
か
か
り
、
開
梱
、
展
示

作
業
が
迫
る
な
か
、
北
京
の
ホ
テ
ル
で
足

止
め
を
く
ら
っ
て
し
ま
っ
た
。
そ
こ
で
、

開
梱
・
展
示
に
間
に
合
う
よ
う
に
、
清
華

大
学
へ
の
入
構
を
許
可
し
て
も
ら
え
る
よ

う
要
請
し
た
と
い
う
。

　

こ
の
あ
い
だ
に
、
我
々
は
、
展
示
プ
ラ

ン
や
デ
ザ
イ
ン
に
つ
い
て
は
じ
め
て
知
る

こ
と
に
な
っ
た
。
展
覧
会
の
タ
イ
ト
ル
に

つ
い
て
は
、
協
定
締
結
の
段
階
で
は 

「
跨

越
東
西
的
審
美
：
中
日
交
流
両
千
年
」
と

い
う
暫
定
的
な
中
国
語
タ
イ
ト
ル
で
あ
っ

た
が
、
九
月
に
は
「
跨
越
両
国
的
審
美
：

日
本
与
中
国
漢
唐
時
期
文
化
交
流
」
と
い

う
正
式
名
が
付
せ
ら
れ
た
。
展
覧
会
の
企

画
責
任
者
で
あ
る
清
華
大
学
芸
術
博
物
館

の
杜
鵬
飛
副
館
長
が
、
筆
を
執
っ
て
こ
の

タ
イ
ト
ル
の
題
字
を
あ
し
ら
っ
た
う
え
で
、

展
覧
会
の
冒
頭
に
展
示
さ
れ
た
隋
代
の
方

格
四
神
鏡
（
清
華
大
学
芸
術
博
物
館
館
蔵

品
＝
『
図
録
』
列
品
一
六
五
）
の
図
像
を

図
案
化
し
、
そ
れ
を
背
景
に
し
た
ポ
ス

タ
ー
、
標
示
板
、
横
断
幕
な
ど
が
作
製
さ

れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　

一
方
、
そ
れ
と
は
別
に
、
展
示
ケ
ー
ス

や
演
示
台
は
、
蓮
を
テ
ー
マ
と
し
紫
と
白

を
基
調
と
し
た
色
調
（
紫
は
清
華
大
学
の

シ
ン
ボ
ル
カ
ラ
ー
）
で
デ
ザ
イ
ン
さ
れ
た

文
字
や
図
で
飾
る
も
の
あ
っ
た
。
こ
の
よ

う
に
清
華
大
学
芸
術
博
物
館
に
よ
っ
て
考

案
さ
れ
た
デ
ザ
イ
ン
に
つ
い
て
、
こ
こ
で

そ
の
可
否
を
論
ず
る
も
の
で
は
な
い
が
、

壁
面
に
直
接
的
に
資
料
を
貼
り
付
け
て
、

「
縦
置
き
」
す
る
よ
う
な
展
示
方
法
や
、

鏡
、
銭
貨
、
復
元
七
支
刀
な
ど
の
展
示
方

法
な
ど
は
決
し
て
納

得
で
き
る
も
の
で
は

な
か
っ
た
。

　

ま
た
、
展
示
構
成

に
お
い
て
、
通
史
的

に
時
代
順
に
作
品
を

並
べ
る
展
示
構
成
と

そ
の
史
実
に
あ
わ
せ

た
テ
ー
マ
を
設
定
し

て
、
そ
れ
に
あ
わ
せ

た
章
立
て
、
解
説
、

キ
ャ
プ
シ
ョ
ン
と
列
品
番
号
を
付
し
た
文

字
原
稿
を
あ
ら
か
じ
め
送
付
し
て
い
た
の

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
展
示
の
順
序
を
無
視

し
た
列
品
を
お
こ
な
お
う
と
し
て
い
た
。

　

海
野
氏
が
粘
り
強
く
交
渉
し
て
、「
縦
置

き
」
の
展
示
方
法
は
ほ
と
ん
ど
回
避
し
、

列
品
の
順
序
に
つ
い
て
は
、
一
定
の
修
正

を
図
る
こ
と
は
で
き
た
も
の
の
、
そ
れ
で

も
な
お
陳
列
方
法
や
列
品
の
順
序
に
お
い

て
不
満
が
残
る
も
の
と
な
っ
た
。

　

海
野
氏
に
よ
れ
ば
、
清
華
大
学
で
は
、

展
示
企
画
の
担
当
と
展
示
デ
ザ
イ
ン
の
担

当
が
切
り
離
さ
れ
て
お
り
、
デ
ザ
イ
ン
担

当
者
（
劉
徽
建
氏
）
が
大
き
な
発
言
力
を

も
っ
て
い
た
と
い
う
。
デ
ザ
イ
ン
重
視
は
、

芸
術
博
物
館
と
し
て
当
然
の
姿
勢
と
も
い

え
る
が
、
こ
の
よ
う
な
姿
勢
は
、
中
国
国

内
で
も
特
殊
な
よ
う
で
、
北
京
迅
捷
珍
品

運
輸
の
陳
岳
嬌
氏
に
よ
れ
ば
、
各
所
で
軋

轢
を
お
こ
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

　

と
も
か
く
、
博
物
館
に
缶
詰
状
態
に
な

り
な
が
ら
、
準
備
作
業
が
一
丸
と
な
っ
て

す
す
め
ら
れ
、
関
係
者
は
九
月
二
四
日
の

開
幕
式
を
迎
え
る
こ
と
と
な
っ
た
。

�

（
中
）
に
続
く
。

訃
報

　

橿
原
考
古
学
研
究
所 

主
任
研
究
員 

坂

靖
氏
は
令
和
五
年
二
月
八
日
に
御
逝
去
さ

れ
ま
し
た
。
心
よ
り
ご
冥
福
を
お
祈
り
申

し
上
げ
ま
す
。
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